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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（A1）ネットワークに接続され、動的なネットワーク構成と資源共用を実現するための
複数の装置のそれぞれに、データの送受信を受け持つネットワーク伝送層モージュルと、
装置同士の接続関係の制御と管理を組み立てる装置管理層モージュルと、サービスの提供
及びノードに対する管理を行うサービス管理層モージュルとを取り付け、前記各装置がマ
ルチキャスト方式で定期的にネットワークに装置宣言メッセージを伝送するステップと、
　（B1）前記複数の装置の１つの装置がノード制御装置になって、マルチキャスト方式で
自身がノード制御装置として存在するノード宣言メッセージを公布し、２以上の装置から
なるノードを創設するステップと、
　（C1）前記複数の装置の前記ノード制御装置以外の他の装置が前記ノード制御装置の前
記ノード宣言メッセージを傍受することで前記ノードを見つけて、前記他の装置の前記ノ
ードへの加入を要求するノード加入装置が前記ノード制御装置に自己の提供可能なサービ
ス情報を登録し、または、前記ノード制御装置が前記ノード加入装置に提供すべきサービ
スを配分して、前記ノード加入装置が前記ノード制御装置に必ず自己の提供可能なサービ
ス情報を登録した後、前記ノードに加入し、前記ノード制御装置が前記ノード加入装置の
ノードに対する管理の機能を停止させるステップと、
　（D1）前記ノード加入装置が前記ノード制御装置の前記サービス情報を検索することに
よって、必要なサービスを提供できるサービス提供装置を見つけて、サービス呼出情報を
送信することによって、前記サービス提供装置から必要なサービスを取得するステップと
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、
　を備えることを特徴とする装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用の実現方法。
【請求項２】
　前記ノードは共通ノードと専用ノードとを含み、
　前記複数の装置はディフォルトとして同一の共通ノードに共に属し、前記複数の装置の
何れかが共通ノード以外の専用ノードを共に創設することができることを特徴とする請求
項１に記載の装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用の実現方法。
【請求項３】
　前記ステップA1において、前記装置宣言メッセージは少なくとも装置のネットワークア
ドレッシングタグと、装置記述情報と、前記サービス情報とを含むことを特徴とする請求
項１に記載の装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用の実現方法。
【請求項４】
　前記ステップB1において、前記ノード制御装置は、ユーザに指定されてもよいし、自動
的に生成されてもよいことを特徴とする請求項１に記載の装置同士の動的なネットワーク
構成と資源共用の実現方法。
【請求項５】
　前記ステップB1において、前記ノード宣言メッセージは、少なくとも前記ノード制御装
置のネットワークアドレッシングタグ、ノードタイプ、ノード識別子及び他の相関する属
性情報を備えることを特徴とする請求項１に記載の装置同士の動的なネットワーク構成と
資源共用の実現方法。
【請求項６】
　前記ステップB1において、ネットワークにおける前記ノードの寿命周期は前記ノード制
御装置の成立及び消失と同じであり、前記ノード制御装置が、創設された前記ノードを廃
棄する時、前記ノード中の全ての装置にノード退出通知を送信することを特徴とする請求
項１に記載の装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用の実現方法。
【請求項７】
　前記ステップC１は、前記ノードから退出する前記ノード加入装置が前記ノード制御装
置に自己の提供されたサービス情報をキャンセルするステップをさらに備えることを特徴
とする請求項１に記載の装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用の実現方法。
【請求項８】
　複数のノード同士の通信方法をさらに備え、前記複数のノードの一つのノードをソース
ノードとし、前記複数のノードの前記ソースノード以外の他の一つのノードを目標ノード
とし、前記通信方法は、
　（E1）前記ソースノードのノード制御装置、前記目標ノードのノード制御装置によりネ
ットワークに自身の前記ノード宣言メッセージをそれぞれ送信するステップと、
　（F1）前記ソースノードのノード制御装置が資源共用要求を送信し、前記目標ノードの
ノード制御装置が、前記資源共用要求を受信することによって、両ノード間の資源共用関
係を立てて資源情報を交換するステップと、
　（G1）前記ソースノードの装置が前記ソースノードのノード制御装置に前記目標ノード
内の装置の資源を呼出す資源呼出要求を送信し、前記目標ノードのノード制御装置によっ
て中継するステップと、
　（H1）前記目標ノード内の装置が前記目標ノードのノード制御装置に前記資源呼出要求
を応答する資源呼出応答を送信し、前記ソースノードのノード制御装置を介して前記ソー
スノード内の装置に中継するステップと、
　を含むノード同士の通信方法をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の装置同
士の動的なネットワーク構成と資源共用の実現方法。
【請求項９】
　前記ステップD1における検索は、検索したい検索装置が主導方式でネットワーウに存在
するノードを検索することによって行われ、前記主導方式は前記検索装置がマルチキャス
ト方式でネットワークにノード検索メッセージを送信し、前記ノードのノード制御装置か
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らユニキャスト方式で当該検索装置に前記ノード宣言メッセージを送信することを特徴と
する請求項８に記載の装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用の実現方法。
【請求項１０】
　前記ステップD1における検索は、検索したい検索装置が受動方式でネットワーウに存在
するノードを検索することによって行われ、前記受動方式は前記検索装置が指定されるマ
ルチキャストアドレスを傍受することによって、同一のブロードキャスト領域にあるノー
ドメッセージ、または異なるブロードキャスト領域にあるノードメッセージを取り入れる
ことを特徴とする請求項８に記載の装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用の実現
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンピュータネットワークと分散形計算技術に関し、より適切的に、ネット
ワーク環境において、ネットワーク装置同士の接続・通信を支持するための動的なネット
ワーク構成を含み、資源共用を実現する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のネットワーク技術は、ネットワーク装置のために基本的な通信及びアドレッシン
グ方法、例えば、伝送制御プロトコル（Transmission Control Protocol）/インターネッ
トプロトコル（Internet Protocol）（TCP/IPプロトコル）群が提供されているが、それ
に対応する、装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用を実現することができるシス
テム構成と方法が欠乏していた。
【０００３】
　本発明に係る装置の動的なネットワーク構成は、ネットワークにおける装置のネットワ
ークパラメータに対して変更する必要がないこと、ネットワークから係る装置を動的に選
択して１つのノードを構成でき、ノードが単一な装置が完成できない機能を実現し、また
はこれらの単一な装置の本来機能を向上することに用いられること、２つのノードの間に
は直接に通信と資源共用でき、単一ノードの機能を拡大すること、のような三つの意味を
含む。
【０００４】
　但し、本発明に係る資源共用とは、ネットワーク装置を増加しないことを前提として、
ネットワーク内の装置が自己の便利的に提供できる資源を公布し、他の装置が提供した資
源を便利的に検索して利用することが可能である。
【０００５】
　国際には、複数の機構と会社によって分散形計算技術のために多くの規格と方法が提案
されており、ある程度でネットワーク装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用が実
現されている。
【０００６】
　UPNP論壇により家庭用電気機器を制御することに着目したネットワークシステム構成が
提案されたが、UPNPに基づくネットワーク装置によって動的に１つの対等ネットワークを
構成し、ネットワーク内の各装置が動的に自己の資源を公布し、ネットワーク内の他の装
置の資源を検索することができるが、UPNPにより提供されたのは制御点である１つの装置
が他の装置を制御する方法であり、複数の装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用
を実現する方法ではなかった。
【０００７】
　CORBAは、国際対象管理グループが提案した複数のプラットフォームのための分散形計
算技術であり、当該技術は、ネットワークに対象検索を実現するための専用的な中心サー
バを１つ設けることが要求され、比較的にクライアント/サーバ（Client／Server）方式
に適用され、複数の装置同士の動的なネットワーク構成、資源共用及び協働がよく支持さ
れていない。
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【０００８】
　マイクロソフト社が提案したDCOM分散形計算技術は、その実施がマイクロソフト社のシ
ステムプラットフォームに限り、それは新しいClient／Server計算プラットフォームを提
供することに過ぎない。
【０００９】
　現在、提供されている各種類のPeer-to-Peer技術では、主にインターネット環境条件の
下に、どのように中心サーバに依存しなくて資源共用が実現されるのかが考えられ、その
中の代表的な技術方案にFreenet、GnutellaとNapsterがあるが、それらが実現できる共用
資源範囲は小さ過ぎ、且つほとんど静的なファイル共用に限られる。
【００１０】
　Gridは、機構跨り又は会社跨りのネットワーク環境中に資源共用を実現する技術として
提案されたが、これまで、この技術は発展骨組だけであり、動的なネットワーク構成と資
源共用の具体的な実施方法は与えられなかった。
【００１１】
　以上のように、現在存在する各種類の分散形計算技術は、単一な装置の特定資源公布と
検索に対して複数種類の解決方案が与えられたが、複数の装置同士の動的なネットワーク
構成と各種類の資源共用及び協働を実現する問題がまだ解決されていない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用の実現方法を設け、この方法
はネットワーク内の複数装置の動的なネットワーク構成と資源共用を実現可能であり、ネ
ットワーク中の装置は、従来のネットワークパラメータに対して変更する必要がなくて、
動的に自由グループをなしてもよいこと、ネットワーク中の装置ごとに、自己の資源を公
布してもよいし、他の装置の資源を検索利用してもよいこと、を備えることを目的とする
。
【００１３】
　また、本発明は、家庭ネットワークのメインネットのネットワーク構成方法を設け、家
庭メインネットの基本的な骨組みを組み立てることによって、家庭ネットワーク装置の動
的なネットワーク構成と資源共用を実現することを他の目的とする。
【００１４】
　更に、本発明は、家庭メインネット中において装置同士の動的なネットワーク構成と資
源共用の実現方法を設け、家庭環境の各種類の孤立装置が動的に互いに接続・通信してネ
ットワークを形成し、ネットワーク中の各種類装置が互いに他の装置の資源にアクセスし
て利用することが可能であり、さらにいつでもネットワークに新しい装置を加えることも
でき、家庭装置同士の相互作業性と易用性を向上することをもう１つの目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の目的を実現するために、本発明は、装置同士の動的なネットワーク構成と資源
共用の実現方法を提供する。この方法は、
　（A1）動的なネットワーク構成と資源共用を実現するための装置ごとに、データの送受
信を実行するネットワーク伝送層モージュルと、装置同士の接続関係の制御と管理を組み
立てる装置管理層モージュルと、装置自己又はノードのサービス管理を実現してこれらの
装置がマルチキャスト方式で定期的にネットワークに装置の宣言メッセージを伝送するサ
ービス管理層モージュルとを備える、動的なネットワーク構成と資源共用モージュル群を
取り付けるステップと、
　（B1）１つの装置がノード制御装置になって、マルチキャスト方式でその存在メッセー
ジを公布し、ノードを構成するステップと、
　（C1）装置がノードの宣言メッセージを傍受することでノードを見つけて、ノードへの
加入を要求する装置がノードのノード制御装置に自己の提供可能なサービス情報を登録し
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、または、ノード制御装置がネットワークの他の装置を配置して、これらの装置がノード
制御装置に自己の提供可能なサービス情報を登録した後、このノードに加入するステップ
と、
　（D1）ノードに加入した装置がノード制御装置に索引することによって、サービスを提
供する装置を見つけて、サービス呼出情報を送信することによって、この装置から必要な
サービスを取得するステップと、を備える。
【００１６】
　また、前記ノードは共通ノードと専用ノードとを含み、全ての装置のサービス実体はデ
ィフォルトとして同一の共通ノードに共に属し、何れかの装置のサービス実体は共通ノー
ド以外の専用ノードを共に立てられる。
【００１７】
　また、本発明は共通ノードと専用ノードを立てることによって、複数サービス（装置）
に対して動的に組み合わせ、資源共用を実現する。１つの共通ノードはノード管理が完成
可能なサービス実体（装置）を存在でき、この実体があれば、当該共通ノードの残りのサ
ービス（装置）は共にこのサービス（装置）に登録して、この実体（装置）の管理を受け
る。ディフォルトとして同一の共通ノードに属する全てのサービス実体（装置）は、共通
ノード以外の専用ノードを立てて、他のサービス（装置）を招請または配置して新たに立
てられた専用ノードに加える。１つの新しい共通または専用ノードを立てた後、そのノー
ド管理サービス実体によりネットワークにその存在メッセージを公布するのを担任し、他
のサービス実体はこの共通又は専用ノードの宣言メッセージを受信した後、共通又は専用
ノードの管理サービス実体（装置）に加入申請を申し込めばよい。これにより、ネットワ
ーク中の各装置は自己の資源も公布でき、他の装置の資源も検索利用できる発明目的を達
成する。
【００１８】
　本発明の装置同士の動的なネットワーク構成と資源共用の実現方法は、さらに、
　（E1）ノード制御装置元、ノード制御装置先によりネットワークにノードのノード宣言
メッセージをそれぞれ送信するステップと、
　（F1）ノード制御装置元、ノード制御装置先が、それぞれ送信要求と受信要求のプロセ
スにより、両ノード間の資源共用関係を立てて資源情報を交換するステップと、
　（G1）ノード元の装置がそのノード制御装置に、ノード制御装置先を介してノード先内
の装置資源を呼出す要求を送信して中継するステップと、
　（H1）ノード先内の装置によりノード制御装置先に、ノード制御装置元を介してノード
元内の装置に中継した資源呼出応答を返信するステップと、を含むノード同士の通信方法
を備える。
【００１９】
　本発明は、２つのノード間（共通ノードと共通ノードとの間、専用ノードと専用ノード
との間及び共通ノードと専用ノードとの間を含む）の通信メカニズムにより、資源共用関
係を立て、互いにノードの資源情報を交換すればよく、２つノードの装置はそれぞれのノ
ード制御装置によって資源共用を行うことができる。
【００２０】
　本発明の目的を実現するために、さらに本発明は、家庭ネットワークのメインネットの
ネットワーク構成方法を提供する。この方法は、
　（A2）家庭ネットワーク中の他装置にサービスを提供するためのサービス提供装置を少
なくとも１つ設置するステップと、
　（B2）家庭ネットワーク中の他装置が提供するサービスを用いるためのサービス使用装
置を少なくとも１つ設置するステップと、
　（C2）本家庭ネットワークのメインネットと外部ネットワークとを連絡するためのプロ
トコルゲートウェイを設置するステップと、
　（D2）サービス提供装置と、サービス使用装置と、プロトコルゲートウェイとから広帯
域、高レートの家庭ネットワークのメインネットプロトコルによって、家庭ネットワーク
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のメインネットを構成するステップと、を備える。
【００２１】
　また、ステップA2、B2のサービス使用装置とサービス提供装置とは、同一の物理装置に
存在することができる。
【００２２】
　また、前記家庭ネットワークのメインネットは、有線伝送方式、または無線伝送方式を
採用し、もしくは同時に有線伝送方式と無線伝送方式とを採用する。
【００２３】
　また、前記１つのサービス提供装置やサービス使用装置、又はプロトコルゲートウェイ
を家庭ネットワークのメインネットの資源管理装置に指定して、資源管理装置と他の装置
との間の主/従接続方式のメインネットトポロジ構造を構成し、資源管理装置にて他の装
置に対して集中管理する。
【００２４】
　また、前記集中管理は、サービス提供装置及び/或いはサービス使用装置が資源管理装
置上に登録完成した後、家庭ネットワークのメインネットに加入することと、家庭ネット
ワークのメインネットに加入したサービス使用装置が資源管理装置からサービスを索引す
ることと、を備える。
【００２５】
　また、前記サービス提供装置、サービス使用装置、プロトコルゲートウェイから、対等
接続方式に従い、対等接続のメインネットのトポロジ構造を構成する。
【００２６】
　また、前記対等接続は、所望の接続する装置元から装置先に対等接続立て要求を送信し
て、装置先から装置元に対等接続立て応答を送信することによって完成される。
【００２７】
　また、前記装置先と装置元は互いにサービス提供装置とサービス使用装置になることが
できる。
【００２８】
　また、前記サービス提供装置とサービス使用装置は互いに交換でき、１つの家庭ネット
ワークのメインネット装置は同時にサービス提供装置とサービス使用装置になることがで
きる。
【００２９】
　本発明の家庭ネットワークのメインネットの構成方法は、家庭のメインネット及びその
メンバーに対して述べる上に、提供された家庭メインネットの基本モデル－主従接続方式
及び対等接続方式を利用して、動的なネットワーク構成と資源共用を実現することができ
る。
【００３０】
　本発明の目的を実現するために、本発明は、家庭メインネットに装置間の動的なネット
ワーク構成と資源共用の実現方法を提供する。この方法は、
　（A3）家庭メインネット装置をLAN（local area network）あるいは無線LAN上に接続す
るステップと、
　（B3）装置が、マルチキャスト方式で宣言メッセージを公布することによって本装置の
情報を宣言するステップと、
　（C3）装置が、傍受又は検索方式で他の装置の存在メッセージを取得するステップと、
　（D3）サービス提供装置或いはサービス使用装置が、１つの資源管理装置に登録するこ
とにより、資源管理装置と一緒に１つの家庭ネットワークを構成し、または１つ以上のサ
ービス使用装置あるいはサービス提供装置は、対等接続方式により１つの家庭ネットワー
クを構成するステップと、
　（E3）家庭ネットワークに加入したサービス使用装置が、源管理装置にサービス検索要
求を送信することによって、家庭ネットワーク内のサービス提供装置のサービス情報を取
得し、サービス使用装置が、サービス提供装置にサービス賃借り要求とサービス呼出要求
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を送信することによって、サービス使用の権利を得てサービス提供装置によって提供され
るサービスを使用し、または、サービス使用装置が、これと対等接続関係を立てたサービ
ス提供装置にサービス検索要求と、サービス賃借り要求と、サービス呼出要求とを送信す
ることによって、このサービス提供装置のサービス情報と、サービス使用の権利とを取得
して、サービス提供装置によって提供されるサービスを使用するステップと、を備える。
【００３１】
　また、前記ステップA3では、前記家庭メインネット装置は、情報類装置と、通信類装置
と、娯楽類装置とを含み、装置及びそのサービス情報はメインネットプロトコルに従い、
装置及びそのサービス記述規格をパケッジして公布する。
【００３２】
　また、前記メインネットプロトコルに、そのメインネットプロトコルスタックは装置、
サービス間のデータ交換のための伝送管理層と、家庭ネットワーク中の装置間の接続・通
信、資源共用を実現するための中間プロトコル層と、上層アプリケーションプログラムの
ためにAPIアクセスインタフェースを提供するアプリケーション支持層と、を備える。
【００３３】
　また、前記ステップB3において、装置はマルチキャスト方式で少なくとも装置のネット
ワークアドレッシングタグと、装置記述情報と、装置付きのサービスメッセージとを含む
装置宣言メッセージをネットワークに定期的に転送する。
【００３４】
　また、前記ステップC3においては、前記傍受方式は、装置が他の装置の装置宣言メッセ
ージを傍受することによって、他の装置の存在情報を取得し、前記検索方式は、装置がマ
ルチキャスト方式により装置メッセージ検索を送信し、マルチキャストメッセージ検索を
受けた装置が、自己の条件が検索メッセージの検索条件に合っている場合に、ユニキャス
ト方式で自己の装置宣言情報を返信する。
【００３５】
　また、前記ステップD3では、サービス使用装置或いはサービス提供装置の中に資源管理
装置を指定した場合は、サービス使用装置或いはサービス提供装置は、ネットワークに存
在する当該資源管理装置に登録プロセスを起し、サービス使用装置或いはサービス提供装
置の中に資源管理装置を指定していない場合には、ネットワークに存在した１つの資源管
理装置に登録プロセスを起す。
【００３６】
　また、前記ステップD3では、前記サービス使用装置あるいはサービス提供装置は、同一
時間で１つの資源管理装置にしか登録を行わない。
【００３７】
　また、前記ステップD3において、さらに資源管理装置に登録成功したサービス提供装置
が、自己のサービスを資源管理装置に登録することと、資源管理装置が、その上に登録さ
れた全ての装置及びそのサービス情報を維持することと、を備える。
【００３８】
　また、前記ステップD3には、１つ以上の装置は、対等接続方式で１つの家庭メインネッ
トを構成し、１つの装置は、他の装置のマルチキャスト宣言メッセージを傍受することに
よって他の装置の存在メッセージを取ることと、１つの装置は、他の装置に対等接続立て
要求を送信して、他の装置上のサービスを要求することと、をさらに備える。
【００３９】
　また、前記ステップD3において、さらに
　（D31）資源管理装置から家庭ネットワークに加入した装置に認証情報を送信し、その
認証キーは、キー配置管理プログラムに配置され、認証がパスすれば登録成功とするステ
ップと、
　（D32）２つの対等接続する装置間に接続認証を行い、接続認証キーは、キー配置管理
プログラムに支給されて、２つの対等接続した装置の局部に維持するステップと、
　を備えるセキュリティメカニズムの形成プロセスを設置している。
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【発明の効果】
【００４０】
　本発明に係る方法は、自由に、家庭中の電気機器をネットワークに動的に構成させて整
体に形成することができ、各種類の装置が協働可能になって家庭ユーザに系統的、全面的
なサービスを提供し、開放性を有し、未来の発展と従来技術及び装置に対する支持を十分
に配慮した方法を提供することができる。
【００４１】
　また、本発明に係る方法は、同時に有線ネットワークと無線ネットワーク環境とを支持
する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　以下、図面によって本発明について詳細に説明する。
【００４３】
　本発明に係る方法は、ネットワークの既存装置上に何れかの新しい装置を増加する必要
がなく、所望の動的なネットワーク構成と資源共用機能を備える装置に別のソフトウェア
を取り付けることを必要とするだけである。当該ソフトウェアにより本発明の有限範囲ネ
ットワーク環境における動的なネットワーク構成と資源共用を実現する。１つの装置は知
的に他の装置と下部通信リンクを立てたり、他の装置に自己に関する情報を宣言したり、
ネットワーク中の他の当該ソフトウェアを有する装置を見つけて動的にそれらと必要に応
じて知的にノード（複数のサービスの組合せ）を形成したりすることで、複数装置上に分
散するサービスの共用と集合を支持して、このサービスは所定機能を有する資源実体から
提供され、ソフトウェア、ハードウェア、ソフトウェアとハードウェアとの連携を含んで
、例えばプリンタでは、プリント駆動プログラムによって自己プリンタ物理装置からプリ
ントサービスが提供される。
【００４４】
　図１を参照して、本発明を実施する方法において、各種類の物理ネットワーク装置が機
能の角度から論理装置に抽象化される装置論理モデル構造であり、上から順に、サービス
管理層１１と、装置管理層１２と、ネットワーク伝送層１３とを備えている。それらのう
ち、ネットワーク伝送層１３はデータの送受信を行い、装置管理層１２は装置間の接続立
てについての制御と管理、例えば装置間の身元認証などを実現し、サービス管理層１１は
自己装置又は装置ノードのサービス管理、例えばサービスに対してセキュリティの検査を
呼出すことなどを実現する。
【００４５】
　本発明を実施する方法は、ネットワークに複数の装置が構成するノードを形成する必要
があり、このノード中に１つの装置がノード管理機能を実現する必要があり、このノード
管理機能を実現する装置はノード制御装置となり、すなわち１つのノードは１つのノード
制御装置と可能な複数の装置とからなる。ノード制御装置にはノード管理機能を完成でき
る１つのサービス実体が存在する必要がある。本発明の方法を実施する各装置において、
当該ノード管理機能を完成できるサービス実体を共に存在することが可能であるが、１つ
のノード内部には、同一時点に１つの装置のノード管理サービス実体だけが活性状態にな
る。
【００４６】
　ノード制御装置は、ユーザによって指定されてもよいし、自動的に生成してもよい。
【００４７】
　本発明のノードは共通ノードと専用ノードとの両種類のノードを含んでもよいし、同一
のブロードキャスト領域の全てのサービス実体はディフォルトとして同一の共通ノードに
属し、何れかのサービス実体は１つの共通ノード以外の専用ノードを形成することが共に
可能である。
【００４８】
　図２は、本発明の方法を実施するノード構成を示す模式図であり、装置１、装置２、装
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置３および装置４は、ローカルエリアネットワーク又は無線ローカルエリアネットワーク
（LAN/WLAN）に接続され、楕円内の装置１、装置２および装置３は１つのノード１を構成
する。装置１においてノード１を管理するサービス実体NMS１（Node Manage Service）が
あり、ノード１の制御装置を形成し、装置２と装置３はサーバ（Service）１とサーバ（S
ervice）２となる。装置４においてノード２を管理するサービス実体NMS２があり、ノー
ド２の制御装置を形成する。
【００４９】
　図３を参照すると、同図において、装置１、装置２、装置３および装置４は、ローカル
エリアネットワーク又は無線ローカルエリアネットワーク（LAN/WLAN）に接続し、そのう
ち、GNMS（Global Node Manage Service）は装置１上の共通ノード管理を実現するサービ
ス実体であり、SNMS（Specific Node Manage Service）は装置２上の専用ノード管理を実
現するサービス実体であり、Service１は装置３における１つのサービスであり、Service
２は装置４おける１つのサービスである。
【００５０】
　同図の各ステップの意味を以下に示す。
【００５１】
　ステップ１では、装置１は共通ノードを形成し、ネットワークLAN/WLANにその共通ノー
ドメッセージを宣言する。
【００５２】
　ステップ２、ステップ３およびステップ４では、装置２、装置３及び装置４は自己を共
通ノードに加入させる。
【００５３】
　ステップ５では、装置２は新しい専用ノードを形成し、ネットワークに関連専用ノード
メッセージを宣言する。
【００５４】
　ステップ６では、装置２は共通ノードにネットワークの中に存在するサービスメッセー
ジを検索する。
【００５５】
　ステップ７では、装置１は装置２に関連サービス情報を返信する。
【００５６】
　ステップ８では、装置２はService１にある装置３を招請して専用ノードに加入させる
。
【００５７】
　ステップ９では、装置３は専用ノードに加入する。
【００５８】
　ステップ１０では、装置２はService２にある装置４を招請して専用ノードに加入させ
る。
【００５９】
　ステップ１１では、装置４は専用ノードに加入する。
【００６０】
　ステップ１２では、装置２はService１にサービス呼出情報を送信する。
【００６１】
　ステップ１３では、装置２はService２にサービス呼出情報を送信する。
【００６２】
　図３に１つのノードの生成プロセスを示し、共通ノードと専用ノードを備えている（１
つの全面的なノード生成と解散プロセスは装置宣言、ノード立て、ノード拡張、ノード廃
棄、共通ノード管理と装置選挙などのステップを含むべきである）。説明する必要があれ
ば、動的なネットワーク構成には、共通ノードと専用ノードを並存する必要がなく、共通
ノード又は専用ノードを形成すれば、装置間の動的なネットワーク構成と資源共用を実現
することができる。
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【００６３】
　前記ステップにおいて、同一のブロードキャスト領域のすべての装置はディフォルトと
して同一の共通ノードに属する。何れかの装置はその自己能力が許可する条件下に、共通
ノードのノード制御装置役とすることができるが、同一時点で同一ブロードキャスト領域
には１つの共通ノード制御装置、例えば装置１だけを許可する。共通ノードの生存期間は
ネットワークに制御装置が存在しない時に自動的に失う。
【００６４】
　装置の位置するブロードキャスト領域に共通ノードがあれば、この装置は当該共通ノー
ドに加入すべきである。装置が共通ノードに加入した時、この共通ノードの制御装置に本
装置のサービス情報を登録すべきである。共通ノード制御装置によりノード内の全ての装
置のサービスが管理され、共通ノードは各装置サービスの管理について、ただサービス索
引を機能する。
【００６５】
　ネットワークの中の何れかの装置は１つの共通ノード以外の専用ノードを形成すること
ができ、例えば装置２、この装置は他の装置を招請して新たに形成した専用ノードに加入
させる。共通ノードの制御装置のほかに、１つの装置は同一時点で１つのノードだけで活
性状態になる。専用ノードの生存期間はこの専用ノードを形成するノード制御装置によっ
て維持される。
【００６６】
　ノードの生存周期はノードの制御装置によって制御され、例えば、装置１は共通ノード
の生存周期を制御し、装置２は専用ノードの生存周期を制御して、制御装置は先に形成さ
れたノードを廃棄するのを決める時に、ノード中の各装置にノード退出通知を送信すべき
である。１つの装置は加入したノードから退出する時には、共通ノードの制御装置に本装
置のサービス情報を全て抹消すべきである。
【００６７】
　１つの新しいノード（共通と専用ノードを含む）を形成してから、このノードのノード
制御装置、つまり同図の装置１、装置２により、ネットワークに当該ノードの存在情報を
宣言し、マルチキャスト方式でノード宣言メッセージを送信する。ノード宣言メッセージ
は少なくともノード制御装置のネットワークアドレッシングタグ、ノードのノードタイプ
、ノードのノード識別子及び他の相関する属性情報を備える。他の装置はこのノード宣言
情報を受けると、このノードのノード制御装置に、例えば装置１、装置２に加入申請を申
し込む。または、ノード制御装置はネットワークの他の装置について配置し、これらの装
置がノード制御装置にその提供できるサービス情報を登録してこのノードに加入する。
【００６８】
　ネットワーク中の全ての装置はマルチキャスト方式で装置情報宣言を行い、それらは定
期的にネットワークに装置宣言メッセージを多重キャスト（multicast）で伝送し、メッ
セージには装置のネットワークアドレッシングタグ、装置記述情報と装置上のサービス情
報を含み、それにより他の装置がこの装置の相関情報を取ることができる。
【００６９】
　ノード制御装置は定期的にネットワークに自己の存在メッセージを宣言して、ノード宣
言メッセージは少なくともノード制御装置のネットワークアドレッシングタグ、ノードの
ノードタイプ、ノードのノード識別子及び他の相関する属性情報を備える。マルチキャス
ト方式でノード宣言メッセージを送信する。
【００７０】
　ネットワーク中の何れかの装置は、主導或いは受動方式によってネットワーウに存在す
るノードを検索する。そのうち主導方式は、装置がマルチキャスト方式（multicast）や
多重キャスト方式でネットワークにノード検索メッセージを送信するものである。検索条
件に合わせるノード制御装置はユニキャスト方式で当該検索装置にノード宣言メッセージ
を送信して、受動方式は装置が指定されるマルチキャストアドレスと多重キャストアドレ
スを傍受して、同一のブロードキャスト領域にあるノードまたは異なるブロードキャスト
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領域にあるノードのメッセージを取り入れる。
【００７１】
　１つの装置は、ネットワークにノードメッセージを存在しているのを見つけた時、この
ノードの制御装置にノード加入要求を発信し、ノード制御装置によりこの装置がノードに
加入するのを許可するかどうかを決め、すなわちノード拡張を実現することができる。
【００７２】
　ノード制御装置は、ネットワークの装置宣言メッセージを傍受して現在ネットワークの
装置メッセージを取り入れてもよく、ノード制御装置は、装置にノード加入招請を発信し
て、装置によりこのノードに加入するかどうかを決めてもよい。
【００７３】
　図４を参照すると、同図には、ノード間の通信メカニズムが示されている。装置１、装
置２、装置３および装置４は、ローカルエリアネットワーク又はブロードバンドローカル
エリアネットワーク（LAN/WLAN）に接続し、そのうち、NMS１（Node Manage Service）は
装置２についての共通あるいは専用ノード１の管理を実現するサービス実体であり、NMS
２（Node Manage Service）は装置３についての共通或いは専用ノード２の管理を実現す
るサービス実体であり、Service１はノード１における装置１の１つのサービスであり、S
ervice２はノード２における装置４の１つのサービスである。NMS１とNMS２とのノード間
の通信メカニズムを実現するステップを、以下に示す。
【００７４】
　ステップ１では、装置２はネットワークにノード１のノード宣言メッセージを送信する
。
【００７５】
　ステップ２では、装置３はネットワークにノード２のノード宣言メッセージを送信する
。
【００７６】
　ステップ３では、ノード１はノード２に資源共用要求を発信する。
【００７７】
　ステップ４では、ノード２はノード１の資源共用要求を受けて、ノード１とノード２の
間でノード間資源共用関係を立てる。
【００７８】
　ステップ５では、ノード１はノード２とノード資源情報を交換する。
【００７９】
　ステップ６では、ノード１における装置１上のService１はノード１の制御装置にノー
ド２における装置4上のService２の呼出要求を発信する。
【００８０】
　ステップ７では、ノード１の制御装置はノード２の制御装置に呼出要求を転送する。
【００８１】
　ステップ８では、ノード２の制御装置は装置４に呼出要求を転送する。
【００８２】
　ステップ９では、装置４のService２はノード２の制御装置に呼出応答を返信する。
【００８３】
　ステップ１０では、ノード２の制御装置はノード１の制御装置に呼出応答を転送する。
【００８４】
　ステップ１１では、ノード１の制御装置は装置１に呼出応答を転送する。
【００８５】
　上述したステップでは、２つの共通或いは専用ノード間の通信メカニズムは、それぞれ
のノード制御装置によって実現される。２つのノードの制御装置は、相手のノード宣言メ
ッセージにて相手を見つけられる。１つのノードの制御装置（ノード制御装置元と呼ばれ
る）は、もう1つのノードの制御装置（ノード制御装置先と呼ばれる）に資源共用要求を
発信する。ノード制御装置先は、自己のセキュリティ対策によってノード元のノード資源
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共用要求の許可或いは拒否を作成する。２つのノードは、資源共用関係を立ててから、互
いにノード資源情報を交換できる。２つのノードの装置は、それぞれのノード制御装置を
介して資源共用することができる。そのうちの呼出応答は、サービス呼出情報とサービス
同士の協同制御情報とを含む。
【００８６】
　図５を参照すると、同図には、本発明の方法が会議室環境に用いられて構成する知的な
会議室ネットワーク構造が示されている。同図において、５１は無線アクセスポイントを
提供するAP装置であり、５２はネットワークプリンタであり、５７はPC装置であり、AP装
置５１、ネットワークプリンタ５２及びPC装置５７はイーサネットワークを介して接続し
、会議参加ノートパソコン１（５３）、会議参加ノートパソコン２（５４）、…、会議参
加ノートパソコンＮ（５５）、無線プロジェクタ５６及びPDA、携帯電話など（図に示さ
ない）は携帯型装置であり、無線ローカルエリアネットワーク５９を介してAP装置５１と
接続する。
【００８７】
　同図に示す会議室環境において、無線アクセスポイントを提供したAP装置５１、ネット
ワークプリンタ５２、ＰＣ装置５７および無線プロジェクタ５６は、会議室常駐装置であ
る。AP装置５１、ネットワークプリンタ５２と無線プロジェクタ５６の機能と性能につい
て、共通ノード制御装置になることは十分でない。複数の（例えばN個、Nは正整数である
）会議参加ノートパソコンを会議室環境に入れた後、会議管理員によりPC装置５７とN個
の会議ノートパソコンから1つの装置を指定して共通ノード制御装置とする。
【００８８】
　ネットワークプリンタ５２と無線プロジェクタ５６は、共通ノード宣言メッセージを傍
受することで、自己のサービスを当該共通ノード制御装置に登録することができる。
【００８９】
　共通ノードを形成してから、全ての会議参加ノートパソコンはプリンタドライブプログ
ラムを予め取り付ける必要がなく、また、直接に無線プロジェクタに接続する必要もなく
、共通ノード制御装置の制御下で、ネットワークプリンタ５２と無線プロジェクタ５６に
ついての秩序制御を実現すればよい。各会議参加ノートパソコンは、さらに専用ノードを
形成することで、無線プロジェクタ５６及び/又はネットワークプリンタ５２を使用する
ことができ、衝突を発生することがなくて済む。
【００９０】
　人間の物質生活レベルの向上につれて、家庭範囲内の情報装置、通信装置、娯楽装置、
家庭用電気機器、自動化装置、安全（モニタ）装置などの装置が次第に増加するとともに
、パソコンとインターネットの家庭内での急速な普及、電気通信技術の盛んな勢いでの発
展及び知的装置の長足の進歩に伴い、家庭ネットワークが益々広く配慮が受けられ、人間
が簡単、柔軟で信頼な家庭ネットワークに対する需要も益々激しくなる。現在、それに相
関する技術記述があり、例えば知的ホーム（Smart Home）、電子家庭（Electronic Home,
　e-Home）、デジタルファミリー（Digital Family）、ネットワークホーム（Network Ho
me）、知的化ホーム（Intelligent Home）等がある。これらの技術記述が含まれている内
容及び概念は基本的に同じであり、すべて家庭ネットワークに由来する。そのため、家庭
ネットワーク技術は、家庭装置のデジタル化を実現する中心技術である。本発明の方法に
よれば、家庭中の全ての電気機器を動的に整体に接続でき、いつでもどこでも、装置間の
接続・通信と情報の伝送を実現することができる。
【００９１】
　具体的に、家庭ネットワーク（Home network）は、
　１．家庭中の情報装置、通信装置、娯楽装置、家庭用電気機器、自動化装置、安全（モ
ニタ）装置などは互いに接続・通信することができ、動的なネットワークを構成して資源
共用を実現し、家庭知的化ネットワークシステムを構成可能になること；
　２．家庭ネットワークはゲートウェイを介して、地域、インターネットと接続し、家庭
の外部環境との情報交換を実現すること；
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　３．家庭の装置及びその接続するネットワークは、人間の安全、便利、安楽、健康と環
境保護の基本需要を満足すべき、人間に身心を楽しませること；
　４．人を基となす理念を具現して、使用し易くて、安全信頼で、便利に維持し、価格が
適切で、ホーム生活に満足する特点を具現すること、という四つの意味を備えるべきであ
る。
【００９２】
　家庭ネットワークの需要は完全に商業ネットワークと異なり、デジタル家庭のネットワ
ークシステムトポロジ構造は主にメインネットと制御サブネットという両階層を含む。メ
インネットは情報装置、通信装置、娯楽装置（一般、計算能力と記憶能力とが比較的に強
い装置である）などの接続・通信を実現して、制御サブネットは制御ゲートウェイを介し
て冷蔵庫、洗濯機、エアコンなどの家庭電気機器をメインネットに接続する。ある無線携
帯型装置の接続・通信を実現して、ユーザにいつでもどこでも情報アクセスを十分に楽し
ませるために、家庭メインネットは無線伝送と無線アクセス方式も支持し、従って、ネッ
トワーク構成状態には、家庭ネットワークのメインネットは有線と無線との両部分を含む
はずである。そのほか、外部のインターネットは玄関ゲートウェイを介して、家庭ネット
ワークのメインネットと接続し、ブロードバンドアクセスポイントを実現することができ
る。
【００９３】
　図６を参照すると、破線ブロック内に本発明のネットワーク構成方法に従って構築され
る家庭ネットワーク（メインネットと制御サブネットを含む）の一実施例の構成が示され
ており、イーサネットにて実現する。メインネットは有線と無線の両種類の伝送方式を含
む。家庭メインネットについての要求は、主に高いレートの伝送、高いサービス品質の保
証、動的なネットワーク構成及び有効な資源共用である。家庭内の多くの煩雑な電気機器
に有機接続・通信と連携的に動作させて、装置間の動的なネットワーク構成と資源共用を
有効的に実現する。
【００９４】
　同図において、６１は家庭ゲートウェイ装置（玄関ゲートウェイと制御ゲートウェイを
備える）、６２はランプ装置、６３はテレビ装置、６４は音響装置、６５はPC装置、６６
は無線アクセスポイントを提供するAP装置であり、無線ローカルエリアネットワーク６７
を介して携帯型装置６８（PDA、ノートパソコンを含む）に接続する。その家庭ゲートウ
ェイ６１は、低消費電力、不停電の性能を有する他に、複数種類のネットワークインタフ
ェースを有し、例えばインタフェース１は外部インターネットインタフェースであり、イ
ンターネットに接続し、インタフェース２はRS232インタフェースで、ランプ５２、テレ
ビ５３及び音響５４などに接続し、インタフェース３はイーサネットインタフェースで、
PC装置６５とAP装置６６などに接続する。人為的に家庭ゲートウェイ６１を指定して当該
ネットワークの共通ノード制御装置とする。
【００９５】
　メインネットのAP装置６６は、無線アクセスポイントを提供する装置で、携帯型装置６
８は、無線ローカルエリアネットワーク５７を介してメインネットと接続する。メインネ
ット上のノード制御装置（資源管理装置とも呼ばれる）は、PCのような情報装置であり、
その上で様々なサービスを実行することができる。ここで、家庭ゲートウェイ６１は、プ
ロトコルゲートウェイの機能を有し、プロトコルゲートウェイを介してメインネットはイ
ンターネット１と制御サブネット２中の装置、例えばテレビ、音響およびランプなどと会
話できる。その他、家庭ゲートウェイ６１は資源管理装置として機能してもよいし、メイ
ンネットの全ての装置がその上に登録され、家庭ゲートウェイ６１によりメインネットの
全ての装置及びそのサービスの索引が行われる。家庭内のネットワーク装置、例えばPC装
置６５、携帯型装置６８はイーサネットに入ってから、共通ノードメッセージを傍受する
ことで、家庭ゲートウェイ６１を制御装置とする共通ノードを見つける。
【００９６】
　家庭内の伝統的な家庭用電気機器、例えばランプ６２、テレビ６３、音響６４などは標
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準の家庭ネットワークプロトコル、例えばCEBusなどによって、各種類の家庭ネットワー
ク標準インタフェース、例えばRS232インタフェースを介して、家庭ゲートウェイ６１に
接続する。家庭ゲートウェイ６１は、1つのCEBusネットワーク代理サービス実体を稼働す
ることで、CEBusネットワークサービスの公布と制御を実現する。
【００９７】
　PC機器６５或いは携帯型装置６８が共通ノードに加入した後、共通ノード制御装置・家
庭ゲートウェイ６１が提供されるノードサービス、検索サービスを介して、家庭ネットワ
ーク中の各装置を見つけ、これらの装置が提供されるサービスを取ればよく、共通ノード
制御装置の管理下に専用ノードを立てることで、各装置の制御、例えばPC機器６５、携帯
型装置６８のPDAにてテレビ６３、音響６４などの制御を実施する。
【００９８】
　同様に、本発明のノード生成メカニズムによれば、本家庭外の装置はインターネット、
家庭ゲートウェイ６１が提供されるネットワークアクセスサービスを介して、本家庭ネッ
トワークにアクセスし、さらに本家庭ネットワークノードに加入して、家庭電気機器の遠
隔制御を実現する。
【００９９】
　以下、実施例により、さらに本発明の方法を用いて、家庭ネットワークのメインネット
（共通ノード）を実現するネットワーク構成方法を説明する。家庭ネットワークのメイン
ネットは、家庭の情報/マルチメディアネットワークを構築し、情報装置、通信装置、娯
楽装置などの動的なネットワーク構成の接続・通信を実現する。家庭ネットワークのメイ
ンネットに伝送するデータは主に文字、フォト、オーディオ、ビデオなどの情報を含む。
【０１００】
　以下の内容では、係る家庭メインネットのメンバーは、情報装置、通信装置と娯楽装置
などを備えて、プロトコルゲートウェイの方法により、インターネットワーク及びある家
庭用電気機器、例えば冷蔵庫、洗濯機、テレビ、音響などと会話でき、従って、これらの
装置はサービス提供とサービス取入れのキャリアであり、本メインネットプロトコルを支
持する装置ごとにそれぞれ1つの全世界唯一の識別コードがあり、これを装置タグと呼ぶ
。係るプロトコルゲートウェイは、異なるプロトコルについて変換を行うサービスを提供
する。係る資源管理装置（即ち共通ノード制御装置）とは、ネットワーク中の装置が登録
とサービス索引を行う機能を提供する装置を指す。係るサービス提供装置とは、ネットワ
ーク中の他の装置のためにサービスを提供する装置を指す。係るサービスは、装置上で実
行する、メインネットプロトコルに定義される標準インタフェースを満足する機能実体を
指し、各サービスは１つのタグ番号を有し、これはサービスタグと呼ばれ、このタグ番号
は３２ビットの無符号整数であってもよく、サービスタグがそのサービスを提供する装置
に割り当てられる。係るサービス提供装置とは、ネットワーク中の他の装置のためにサー
ビスを提供する装置を指す。係るサービス使用装置とは、ネットワーク中の他の装置が提
供されるサービスを使用する装置を指す。係るユニキャスト方式とは、１つの送信装置が
１つの指定された受信装置に情報を送信するものである。係るマルチキャスト方式とは、
１つの送信装置が１グループの指定された受信装置に情報を送信するものである。実際の
家庭ネットワークでは、１つの装置をサービス提供装置として、他の装置にサービスを提
供してもよいし、同時にサービス使用装置として、他の装置が提供されたサービスを使用
してもよい。
【０１０１】
　図７を参照すると、同図には、主/従方式に従って立てる家庭ネットワークのメインネ
ットトポロジ構造が示されている。ネットワークにおいて、１つの集中制御装置、即ち資
源管理装置７１が存在し、ネットワーク中の他の装置は、無線方式でメインネットにアク
セスするサービス提供装置７２及び／又はサービス使用装置７３、及び有線方式によって
メインネットにアクセスするサービス提供装置７４及び／又はサービス使用装置７５を備
えている。サービス提供装置７２、７４及び／又はサービス使用装置７３，７５は、家庭
ネットワークのメインネットに加入する場合、この資源管理装置７１上に登録して成功し



(15) JP 4068094 B2 2008.3.26

10

20

30

40

50

、家庭ネットワークのメインネットに加入した他の装置の動作がこの集中制御装置によっ
て制御され、つまり当該資源管理装置上からサービス機能を索引する。プロトコルゲート
ウェイ７６は、本家庭ネットワークのメインネットと他のネットワーク７７、例えば外部
インターネットとの間の連絡を実現する。
【０１０２】
　１つの家庭メインネット装置は、サービス提供装置であってもよいし、サービス使用装
置であってもよい。資源管理装置は、資源管理の役を果たす以外に、同時にサービス提供
装置或いはサービス使用装置としても機能することが可能である。
【０１０３】
　家庭メインネットは、通常、有線イーサネットで実現し、又は無線イーサネットで実現
し、又は有線、無線イーサネットの混合で実現して、その特徴は帯域が広くて、レートが
高いことである。
【０１０４】
　図８を参照すると、同図には、対等方式に従って立てる家庭ネットワークのメインネッ
トのトポロジ構造が示されている。無線方式でメインネットにアクセスするサービス提供
装置８２及び／又はサービス使用装置８３、及び有線方式によってメインネットにアクセ
スするサービス提供装置８４及び／又はサービス使用装置８５を備えている。プロトコル
ゲートウェイ８６は、本家庭ネットワークのメインネットと他のネットワーク８７、例え
ば外部インターネットとの間の連絡を実現する。
【０１０５】
　図７に示した主/従構造との異なる点は、ネットワークに集中制御装置が存在しない、
つまり資源管理装置がないことである。対等方式下で、ネットワークのサービス提供とサ
ービス使用装置及びプロトコルゲートウェイの間の関係は対等である。対等ネットワーク
において、１つの装置は、同時にサービス提供装置とサービス使用装置を構成してもよい
。
【０１０６】
　その対等接続を立てるプロセスは、装置元により装置先に対等接続立て要求を送信して
、装置先から装置元に対等接続立て応答を送信して実現する。装置元、装置先は互いにサ
ービス使用装置、サービス提供装置とする。
【０１０７】
　本発明の家庭ネットワークのメインネットを立てる方法は、家庭ネットワークのメイン
ネットの基本骨組をたてられ、その上、柔軟且つ便利に家庭ネットワークの各装置間の動
的なネットワーク構成を実現可能であり、資源共用を実現することができる。
【０１０８】
　以下、実施例及び図面によって、さらに本発明の方法が用いられて、家庭メインネット
に装置間の動的なネットワーク構成と資源共用を実現する方法を説明する。家庭メインネ
ットに各種類の装置間の動的なネットワーク構成を支持するのは、家庭メインネットにお
ける装置が予め手工方式にてネットワークパラメータの配置を行う必要がなくて、動的に
ネットワークから相関する装置を選択して１つの家庭ネットワークを構成し、何れかの単
一な装置が完成できない機能を実現するもの、または何れかの単一な装置の従来機能を向
上する性能に用いられ、資源共用は家庭メインネットワークの装置が自己が提供される資
源を公布可能となるとともに、便利的に他の装置が提供される資源を検索して利用するこ
とができ、何れか２つの装置間は直接通信と資源共用により単一な装置の機能を拡張する
。
【０１０９】
　既存のTCP/IPプロトコルは、ネットワーク装置のために基本的な通信とアドレッシング
方法を提供し、家庭メインネットにおいて、家庭ネットワーク接続の具体的な需要に基づ
き、さらに家庭範囲内で動的なネットワーク構成と資源共用をうまく実現するために、本
発明はTCP/IPプロトコルに基づいて家庭メインネットプロトコルを設計して、家庭メイン
ネットにおいて装置間の動的なネットワーク構成と資源共用を実現するために、装置発見
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、サービス発見、装置登録、装置接続、サービス登録、サービスアクセス、サービス呼出
などのプロセスを含み、対応するサブプロトコルに従って実行する。
【０１１０】
　装置の生産者とサービスの提供者は、装置及びサービスの相関情報を提供する。これら
の装置及びサービス情報は、メインネットプロトコルに従ってパケッジされる。パケッジ
された情報は、装置発見プロセスとサービス発見プロセスにより、ネットワークに公布を
行う。複数の装置間は、装置登録、サービス登録及び装置接続プロセスにより１つの家庭
メインネットを動的に生成する。この家庭メインネットにおいて、中心索引として機能し
てサービスアクセス授権する家庭資源管理装置を有すべき（主/従接続方式）、家庭資源
管理装置を備えなくてもよい（対等接続方式）、その時のネットワーク上の各装置は完全
的に対等接続する。装置上のサービスはサービス呼出プロセスによって資源の共用を行う
。
【０１１１】
　図９を参照すると、同図には、本発明の方法が利用されたメインネットプロトコルスタ
ック構造が示されており、本プロトコルスタックは、論理的には３階層に分けられ、上か
ら下まで応用支持層と、中間プロトコル層と、伝送管理層とである。
【０１１２】
　そのうち、伝送管理層は、中間プロトコル層がデータ会話をする基礎であり、装置、サ
ービス間のデータ会話に用いられる。そのデータ会話は、共にTCP/IPプロトコルに基づく
。伝送管理層は、TCP/IP及びHTTPプロトコルに基づき、その構成は図１０に示すように、
上から下まで、HTTP（HTTP、HTTPMU、HTTPU）プロトコルと、安全伝送プロトコルと、TCP
（UDP）とIPである。TCPに基づいて伝送するとき、安全伝送プロトコルが装置間の伝送チ
ャネルの安全を受け持つ。
【０１１３】
　中間プロトコル層は、ネットワーク装置間に互いの接続・通信、資源共用を実現するの
に用いられる。幾つかのサブプロトコルで構成されと、装置発見プロトコルと、装置登録
プロトコルと、装置接続プロトコルと、サービス登録プロトコルと、サービス発見プロト
コルと、サービス賃借りプロトコルと、サービス授権プロトコルと、サービス呼出及び装
置認証と、安全伝送プロトコルとを含む。中間プロトコル層の各サブプロトコル間の論理
関係は、図１１に示すように、上層に位置する、上から下までのはサービス発見プロトコ
ル、サービス登録プロトコルと；サービス賃借りプロトコル、サービス呼出プロトコルと
；サービス授権プロトコルであり、下層に位置する、上から下までのは装置発見プロトコ
ル、装置接続プロトコルと；装置登録プロトコルである。
【０１１４】
　装置発見プロトコルと、装置登録プロトコルと、装置接続プロトコルとは、中間プロト
コルのほかのサブプロトコルの実行基礎である。それらが実行する上、サービス登録と、
サービス発見と、サービス賃借りと、サービス呼出と、サービス授権となどのプロトコル
によりサービスに対して作業する。
【０１１５】
　応用支持層は、上層のアプリケーションプログラムにソフトウェアAPIアクセスインタ
フェースを提供する。中間プロトコルが互いの接続・通信と資源共用とのコアプロトコル
を提供した上に、応用支持層プロトコルは具体的な開発に該当ソフトウェアインタフェー
スを提供する。また、統合な応用支持層プロトコルを設計することによって、異なる生産
者によって製造された同じ種類の装置同士は、互いに動作可能となることができる。
【０１１６】
　家庭メインネットの装置は、ローカルエリアネットワーク（LAN）や無線ローカルエリ
アネットワーク（WLAN）を介して接続する。動的なネットワーク構成と資源共用を実現す
る第一のステップは装置発見である。本発明の方法を支持する各装置は、定期的にマルチ
キャスト形態でネットワークに本装置に関する情報を宣言し、宣言メッセージには装置記
述情報、装置のネットワークアドレッシングタグ、装置に付くサービス情報を含む。装置



(17) JP 4068094 B2 2008.3.26

10

20

30

40

50

は、他の装置の装置宣言メッセージを傍受することで、他の装置の存在情報を取り入れて
もよいし、マルチキャスト方式にて装置検索要求情報を送信してもよく、この装置検索要
求情報は、検索条件を含むべきであり、マルチキャスト検索要求情報を受けた装置は、装
置検索要求の検索条件に合わせると、ユニキャスト方式で自己の装置宣言情報を返信すべ
きである。
【０１１７】
　家庭資源管理装置（通常、人工的に指定される）が存在する時に、1つの家庭資源管理
装置及びその中に登録した装置から家庭メインネットワークを構成する。当該家庭メイン
ネットワークが生成するプロセスは、
　サービス使用やサービス提供装置において資源管理装置が指定されれば、ネットワーク
にこの資源管理装置が存在している時、該当サービス使用やサービス提供装置がこの資源
管理装置に装置登録プロセスを起こすべきであること、
　サービス使用やサービス提供装置において資源管理装置が指定されなければ、ネットワ
ークにこの資源管理装置が存在している時、これらのサービス使用やサービス提供装置が
この資源管理装置に装置登録プロセスを起こすべきであること、を備える。ネットワーク
に同時に２つまたは２つ以上の資源管理装置が存在すれば、プログラム実行順に従って、
先ず装置登録プロセスを起こす資源管理装置を、家庭ネットワークを構築する資源管理装
置とする。
【０１１８】
　サービス使用やサービス提供装置は、同一の時間に１つの資源管理装置だけに登録する
ことができる。
【０１１９】
　サービス提供装置が資源管理装置に登録して成功した後、自己のサービスを資源管理装
置に登録すべきである。資源管理装置は、それに登録された全ての装置情報及び相関する
サービス情報を維持すべきである。サービス使用装置やサービス提供装置は、資源管理装
置に装置キャンセル要求を送信すれば、どの時点でも家庭ネットワークから退出すること
ができ、その場合、資源管理装置は、それに登録されているこれらの装置の登録情報及び
サービス情報を削除する。
【０１２０】
　家庭資源管理装置が存在しない時、すべての家庭装置にて対等接続方式で通信したり、
動的なネットワークを構成したり、資源共用したりして、１つの家庭メインネットワーク
を構成する。この家庭メインネットワークが生成するプロセスは、
　１つの家庭装置は、他の装置のマルチキャスト宣言メッセージを傍受することで、他の
装置の情報を取り入れて、そして、他の装置上のサービスに対応要求するように他の装置
に対等接続立て要求を起こす。サービス使用装置やサービス提供装置は、意外に家庭ネッ
トワークから退出することもでき、例えば電源が遮断された時、サービス使用装置によっ
てサービス提供装置に接続関係を解除する要求宣言を発信して、家庭ネットワークから退
出する。
【０１２１】
　動的なネットワーク構成を完了した家庭ネットワークが資源共用を実現するプロセスは
以下のように行われる。
【０１２２】
　家庭資源管理装置が存在している家庭ネットワークについて、１つの家庭ネットワーク
に加入した１つのサービス使用装置は、家庭ネットワークの資源管理装置にサービス検索
要求を起こすことによって、家庭ネットワーク内の他の装置のサービス情報を取り入れる
ことができ、また、対応するサービスを提供するサービス提供装置にサービス賃借り要求
を起こすことによってサービス使用の権利を取り入れることができ、さらに、対応するサ
ービス提供装置に提供されるサービスにサービス呼出要求を発信することによって、この
サービスを使用することができる。
【０１２３】
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　家庭資源管理装置が存在していない家庭ネットワークについて、１つのサービス使用装
置と１つのサービス提供装置とは、対等接続関係を立てた後、サービス使用装置は、サー
ビス提供装置にサービス検索要求を発信することによって、サービス提供装置のサービス
情報を取り入れることができ、また、サービス提供装置にサービス賃借り要求を発信こと
によって、サービス使用の管理を取り入れることができ、さらに、サービス提供装置にサ
ービス呼出要求を発信することによって、サービス提供装置に提供されるサービスを使用
することができる。
【０１２４】
　図１２を参照すると、同図には、１つの家庭メインネットの動的なネットワーク構成の
全プロセスが示されており、装置宣言と、装置登録と、サービス登録と、サービス検索と
、サービス賃借りと、サービス呼出と、サービスキャンセルとを含む。
【０１２５】
　同図において、装置１と、装置２と、装置３と、装置４とはローカルエリアネットワー
ク又はブロードバンドローカルエリアネットワーク（LAN/WLAN）に接続し、装置１が家庭
ネットワークの資源管理装置、装置２がサービス使用装置、装置３及び装置４がサービス
提供装置として、装置１、２，３，４は自分のサービス実体を有している。
【０１２６】
　同図の各ステップの意味は、
　ステップ１：資源管理装置１は、外部に装置宣言メッセージを発信する。
【０１２７】
　ステップ２、３と４：サービス使用やサービス提供装置である装置２、３と４は、資源
管理装置１の宣言メッセージに応じて、装置登録を行い、装置登録した装置２、３、４は
、それらのローカル登録を通したサービス実体を資源管理装置１に再登録する。
【０１２８】
　ステップ５：装置２のサービスは、資源管理装置１に対して、ネットワークに存在する
ほかのサービス情報を検索（調べる）する。
【０１２９】
　ステップ６：資源管理装置１は、装置２の検索を発信したサービスに、相関する他のサ
ービス情報を返信する。
【０１３０】
　ステップ７：装置２上のサービスは、装置３上のサービスに賃借り要求情報を発信する
。
【０１３１】
　ステップ８：装置３上のサービスは、装置２上の賃借り要求を発信したサービスに賃借
り応答情報を返信する。
【０１３２】
　ステップ９：装置２上のサービスは、装置３の賃借り成功を取り入れるサービスに呼出
情報を発信する。
【０１３３】
　ステップ１０：装置４は、資源管理装置１に装置キャンセルを発信し、ネットワークか
ら退出する。
【０１３４】
　本発明の方法の実現において、家庭ネットワークの装置同士が会話できる安全システム
を立てる必要があり、家庭資源管理装置が存在する際の安全システム立てと、家庭管理装
置が存在しない際の安全システム立てとの両方を含む。
【０１３５】
　家庭ネットワーク資源管理装置が存在する場合、装置が、この家庭ネットワークに加入
しようとすれば、資源管理装置に登録しなければならない。登録する際に、資源管理装置
は、この装置に認証を発信し、認証がパスすれば、この装置は、登録を成功する。認証キ
ーは、専用のキー配置管理プログラムにより管理され、このプログラムは、資源管理装置
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に設けられてもよいし、他の何れか人間・機械会話能力を有する装置に設けられてもよい
。キー配置管理プログラムは、装置と資源管理装置との間の認証キーの配置を行い、装置
間の接続認証キー配置も行う。装置間の接続安全は、個人キーに基づき、つまり、装置間
の接続認証キーは、具体的な両装置が協議されたのである。装置間の接続認証キーのもう
１つの用途は、このキーを基礎として、安全伝送を行うように両装置間の伝送キーを立て
る。
【０１３６】
　家庭ネットワーク資源管理装置が存在しない場合、装置が、この家庭ネットワークに加
入しようとすれば、その安全システムは、家庭ネットワーク資源管理装置が存在する場合
と類似であり、装置と資源管理装置との認証プロセスだけは装置間の接続認証プロセスに
なり、装置間の接続認証キーは、キー配置管理プログラムにより支給され、装置当地に維
持される。
【０１３７】
　キー配置は、専用のキー配置管理プログラムによって受け持たれ、配置はユーザが手動
的に行う。キー配置管理プログラムは、人間・機械会話の支持を必要として、装置が人間
・機械会話インタフェースを提供できない場合は、この配置プログラムを動作できない。
その場合は、この装置は、他のキー配置管理プログラムを動作可能とする装置によりその
装置接続認証キーが異地配置される。キー配置管理プログラムは、何れかの人間・機械会
話能力を有する装置に配置されてもよく、例えば、家庭ネットワークに資源管理装置が存
在している場合は、キー配置管理プログラムは資源管理装置に配置されてもよく、家庭ネ
ットワークに資源管理装置が存在していない場合には、キー配置管理プログラムは、人間
・機械会話能力を有する装置に配置されてもよい。
【０１３８】
　その装置認証キー配置方法は、キー配置管理プログラムによりマルチキャスト方式で認
証配置情報が発信され、各装置は、このメッセージを受けた後、自分がまだにキーを設定
していない状態にあると判断すれば、このメッセージに応答して、キー配置要求を発信し
、配置管理プログラムからこれらの要求を応答し、該当キーが設置される。実施する時の
１つの方法としては、装置を出荷する際に、デフォルトキーを設置して、キー配置管理プ
ログラムがキー配置をする際に、デフォルトキーを承知する必要がある。
【０１３９】
　本発明の方法によれば、家庭ネットワーク範囲内に家庭メインネット装置の動的なネッ
トワーク構成と資源共用とを支持することで、家庭装置の相互作業性と容易使用性を向上
することができる。家庭ネットワーク中のいずれかのメインネットプロトコルを支持する
装置は、ネットワークに自己の資源情報を公布し、他の装置に提供される資源情報を発見
して、装置同士がメインネットに従って資源共用を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０１４０】
【図１】本発明において各種類の物理ネットワーク装置が機能角度から論理装置に抽象化
される装置論理モデル構造を示す模式図である。
【図２】本発明に係る共通ノードの構成を示す模式図である。
【図３】本発明に係るノード（共通又は専用）生成プロセスを示す模式図である。
【図４】本発明に係るノード間の通信プロセスを示す模式図である。
【図５】本発明を利用するノード生成メカニズムが会議室に用いられる時の構造を示す模
式図である。
【図６】本発明に係る方法に従い、家庭ネットワークを構成する一実施例の構造を示す模
式図である。
【図７】家庭ネットワーク主/従接続方式のメインネットトポロジ構造及び資源共用を示
す模式図である。
【図８】家庭ネットワーク対等接続方式のメインネットトポロジ構造及び資源共用を示す
模式図である。
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【図９】家庭ネットワークのメインネットに用いられる装置プロトコルスタックの階層構
造を示す模式図である。
【図１０】図９における伝送管理層の構造を示す模式図である。
【図１１】図９における中間プロトコル層の構造を示す模式図である。
【図１２】家庭ネットワークシステムのメインネット中の装置動的なネットワーク構成と
資源共用を実現するフローチャートである。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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